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論文題目 
 
Charge-density Features of Protein Molecules Revealed  















































































 フラビンタンパク質 b5R に関しては，酸化型 b5R の 0.78 Å分解能での結晶構












ら，B formの形成に必要と考えられていた Thr203 と発色団との水素結合が非常
に弱いことを示している．発色団の負電荷がフェノレートとイミダゾリノンの両
方で分担され，わずかにフェノレート側に偏っていることも示している．さらに 
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